
資料

平成 20年 1月 22日  日本経済新聞夕刊

「
図
書
館
の
お
か
げ
で
す
」
。

鳥
取
市
に
あ
る
防
災
機
器
開
発

会
社
、
沢
田
防
災
技
研
の
沢
田

売
也
社
長

（４７
）
は
ヽ
初
め
て

商
品
化
に
こ
ぎ
つ
け
た
シ
ャ
ッ

タ
ー
補
強
器
具
を
前
に
、
あ
う

た
め
て
図
書
館
の
力
を
実
感
し

て
い
る
。
二
年
前
に
ア
イ
デ
ア

を
思
い
つ
き
、　
一
人
で
会
社
を

設
立
し
た
の
が
半
年
前
。
そ
の

間
、
頻
繁
に
鳥
取
県
立
図
書
館

に
通
っ
て
き
た
。

「
図
書
館
は

有
能
社
員
何
人
分
も
の
戦
力
に

だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
ｏ

以
副
は
医
療
璧

”駆
突
覆

π
勤
め
て
ぃ
た
０
台
風
翌
駐
の

外
回
り
の
途
中
、
風
で
壊
れ
た

玄
関
シ
一
ッ
タ
ー
を
見
て
、
書

の
扉
に
あ
つ
た

「か
ん
ぬ
き
」

に
よ
る
補
強
を
患
ｔ、
．つ
い
た
。

Ｌ
取
り
外
し
で
き
る
横
棒
を
シ

ャ
ッ
タ

・
―
に
付
け
れ
ば
風
に
耐

え
ら
れ
る
」
と
、
同
図
書
館
の

ビ
ジ
ネ
ズ
支
援
担
当
者
を
訪

ね
、
商
品
化
を
相
談
し
た
。

た
ち
ま
ち
、
風
力
学
か
ら
全

国
の
シ
ャ
ッヽ
タ
ー
数
、
業
界
動

向
、
台
風
被
害
統
計
、
特
許
膏

報
ま
で
、
多
く
の
資
料
が
集
ま

っ
た
。
・融
資
相
談
先
や
防
災
専

門
機
関
、
商
品
デ
ザ
イ
ナ
ー
な

霧
壻
輩
籠
鴎

・
ド
」
の
名
で
各
地
の
ホ
■
ム
セ

ン
タ
ト
に
並
ぶ
予
定
だ
。

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
に
取
り
組
む

図
書
館
が
増
え
て
い
る
。
し
か

し
、．
「ビ
ジ
ネ
ス
議
を
並
べ
れ

ゼ
い
０
と
い
う
も
の
で
は
な

い
」
と
、
同
図
書
館
の
小
林
隆

志
支
援
協
力
課
長
は
話
す
。
利

用
者
の
目
的
は
多
種
多
様
。
「相

談
に
個
別
に
対
応
し
、
目
指
す

情
報
や
専
門
家
、
組
織
に
た
ど

り
書
く
よ
一２
量

で
き
る
態
勢

が
必
要
」
と
い
う
の
だ
。

同
図
書
館
で
は
毎
月

一
日
、

専
門
家
に
よ
る
起
業
相
談
会
を

開
い
て
お
り
、
沢
田
さ
ん
だ
け

で
な
ぐ
、
既
に
五
人
以
上
が
起

業
し
た
。
．特
許
や
就
農
に
関
す

る
相
談
会
も
定
期
的
に
開
催
。

さ
ら
に
、
県
内
で
会
合
が
あ
れ

ば
、
欄
連
蔵
書
数
百
冊
を
積
ん

だ
ワ
ゴ
ン
車
で
会
場
に
駆
け
つ

け
、
「
出
前
図
書
館
」
を
開
く
。

経
営
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
か

・、
ク
ツ

キ
ン
グ
講
座
、
．メ
ッ
キ
技
術
研

修
会
な
ど
、
出
前
回
数
は
年
二

十
回

・
を
超
え
る
。

「図
書
館
に
も
、
ビ
ジ
ネ
ス

現
場
の
ニ
ー
ズ
を
敏
感
に
く
み

取
る
営
業
努
力
が
必
要
」
と
、

小
林
さ
ん
ら
は
県
内
を
走
り
回

る
。
鳥
取
県
の
人
口
は
約
六
十

万
人
と
全
国
最
少
だ
が
、
同
図

書
館
の
図
書
購
入
費
は
ト
ツ
プ

ク
ラ
ス
、
県
民

一
人
当
た
り
だ

と
都
道
府
県
立
で
は

一
位
と
な

る
。
そ
ん
な
県
の
後
押
し
に
も

支
え
ら
れ
た
営
業
努
力
で
、
地

域
の
調
査
ヽ
情
報
拠
点
に
な
り

つ
つ
あ
る
よ
う
だ
“

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
図
書
館
推
進

協
議
会
に
よ
る
と
、
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
を
掲

げ
る
公
立
図
書
館

は
、
五
年
前
の
約
四
十
館
か
ら
、

今
で
は
二
百
館
以
上
に
増
え
た

と
い
う
。
同
協
議
会
の
竹
内
利

明
電
気
通
信
大
客
員
教
授
は

「
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
は
、
図
書
館

の
役
割
と
し
て
あ
る
程
度
定
着

し

・
た
。
い
か
に
実
効
を
あ
げ
る

か
、
今
後
は
そ
の
質
が
問
わ
れ

る
」
と
み
て
い
る
。

増えるビジネス支援

一局

変わる図書館

館内には「 ビジギスヒント1調査
コーナ ー」 も 0烏取県立 図籍
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藍
』
磁
も
繰
響
必
繊
雌
活
を

退
屈
し
の
ぎ
に
持
ち
込
ん
だ

１
本
の
万
華
鏡
で
し
た

す
る
も

３
年
後

大
病
で
入
院
す
る
こ
と
に
…

伝続産業と
図書館は宝の山

有限会社佐資ダンボール商会 副社長 石川慶蔵

私
が
有
田
に
や
っ
て
き
た
の
は

２
０
０
１
年そ

の
当
時

有
田
焼
は
最
盛
期
の

３
分
の
１
に
ま
で

生
産
が
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た

力
を
貸
し
て

ぃ
た
だ
け
ま
せ
ん
か

元
気
に
し
た
い
ん
で
す

有
日
の
町
を
な
ん
と
か

お
っ
日
本
に
は

世
界
的
万
華
鏡
作
家
の

山
見
幸
司
さ
ん
と
い
う

人
が
い
る
ぞ

な
る
ほ
ど

磁
器
製
の

万
華
鏡
は

世
界
に
も

例
が
な
い
の
か
‥

群
螺
論
発
議
讐
“

年
間
で
１
０
０
０
冊
は

借
ヴ
て
読
ん
だ
で
し
よ
う
か

夢
と
感
動
と
生
き
る
力
を

与
え
て
く
れ
る
方
華
鏡
を

有
田
焼
で
作
れ
な
い
だ
ろ
う
か
？

諷
蹴
髪
蟻
難
靭
堪
く
累
人
Ｅ
た

有
る
の
は

有
田
焼
と
町
を
愛
す
る
心
だ
け

!  て

詢罹
難
鰐
卸〕疑
野
ルの難
によぞ

そ
し
て

山
見
さ
ん
を
は
じ
め

香
蘭
社

・
源
右
衛
門
窯
な
ど

そ
う
か
！

海
外
に
は

素
晴
ら
し
い

畑
が
あ
る
ん
だ

研孵
瑚請
繁
諄
襲
球
〈さ

ア
ー
ト
と
し
て
品
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
―

編 sc″

鍮
］恣
囃
難
雌
降

集
ま
っ
た

宝
の
山
だ
！

過
去
か
ら
現
在
ま
で

世
界
の
知
恵
が

有限会社 佐賀ダンボール商会
諄彎諄親精丙2702‐ l

ビジネスの
情報収集は
図書館で !



足羽 :覚 (やさもヽ工場net)

平
成
２５
年
３
月

日
南
町
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

補
助
金
を
利
用
し
て
起
業
じ

さ
っ
そ
く
プ
ラ
ン
ト
を
作
製

技
術
的
な
問
題
点
は

閉
み
ん
な
の
野
菜
工
場
の

助
け
を
借
り
て
行
い
ま
し
た

￥６。，。。。・翻
悩
み
の
タ
ネ
は
資
料
と

な
る
本
の
価
格
が
高
い
こ
と

光
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
す
る
と
い
い
よ
う
だ

し
か
し
本
が
６
万
円
も
す
る
の
か
…

こ
れ
は
高
い
な
あ

ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
る

ま
た
図
書
館
に

相
談
し
て
み
よ
う
―

、fL「/′

企画制作 :鳥取県立図書館



『図書館があなたの仕事をお手伝い !一図書館員によるビジネス課題への回答事例集―』
ビジネス支援図書館推進協議会 2010年 (全国公立図書館へ寄贈済み)よ り

事例 1・ レファレンス回答を見た事例提供企業からの感想

4

<率直な感想>

よく出来ている。市場調査の方法を教えてもらったようだ。市場調査をコンサルタントに

依頼することもあるが、ピントがずれていて結局役に立たないことが多い。一方で、今回得

られたレファレンス結果は的を射てお り、大変参考になる。

<これまでの情報探索方法>

自社でウェブ探索をして情報を探すことが中心であった。 その他には、出入りする業者

や取引先に協力をお願いすることや、時々書店で書籍をあたる程度だつた。 図書館を利用

したこと、利用してみようと考えたことはなかつた。

<具体的な内容について>
「保健所事業概要」のような保健所から出された事業報告資料が図書館にあるとは思いも

よらなかった。日本の保健所で N鯛 検査が行われているとは知らなかつたし、検査件数ま

で公開されているとは驚いた。保健所ではどのような機械で検査が行われているのかさらに

詳しく知 りたくなった。また、こんなにすごい出来栄えであれば「植物検疫所」についても

調べてもらえればよかつた。

<図書館について>
ここまで網羅性の高い、数字で裏付けされた情報を得ることは自社では無理だつた。これ

なら事業に役立つため、今後是非図書館 を使つてみたい。収集 した資料をもとにひとつの読

み物としてまとめ上げるまでのサービスはなくても、このような資料が入手できるだけでも

ありがたい。

<レファレンスに対する更なる要求>

欧米のバイオの展示会に出ても参加者の多さは日本のそれの桁違いであり、海外は進んで

いる。韓国では保健所で・NAT検査をやることが法律で決められているが、日本はなぜそ う

ならないのか。また、日本にはまだまだ変な規制があり、医療機器販売業の認可をとつても、

3年の販売実績がないと医療機器販売の認可を取得できず(医療機器製造のベンチャーは自

社では販売できないなどの問題がある。韓国の件については課題に含まれてはいるが、今回

のレファレンス結果で触れているものはなかったので、それら韓国を含む海外の状況や日本

の法整備についても知ることができたらもつと良かつた。
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図
書
館
は
、
実
質
的
に
よ
ろ
ず
相
談
所
の
機

能
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
「
借
金
の
問
題
で
悩

ん
で
い
る
…

」
、
「
家
族
が
離
婚
す
る
こ
と
に
な

っ
た
が
と
、
「
病
院
で
失
明
す
る
と
言
わ
れ
・た

が
‥
と
、
「
来
週
が
ん
の
手
術
を
受
け
る
の
だ

が
。と
、
「
有
機
農
産
物
を
使
っ
た
製
品
を
売
り

込
み
た
い
。こ

ｅ
ｔ

ｃ
・
・
・
。

図
書
館
員
の
役
割
は
、
い」
れ
ら
の
お
客
様
の

課
題
解
決
を
目
的
と
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
で

き
る
人
的
情
報
を
含
め
て
情
報
提
供
を
す
る

こ
と
で
あ
り
ヽ
鳥
取
県
立
図
書
館
で
は
『
く
ら

し
に
役
立
つ
図
書
館
推
進
事
業
』
と
し
て
様
々

な
取
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ

の
取
組
み
の
流
れ
の
中
で
本
年
３
月
に
設
置
し

た

『
働
く
気
持
ち
応
援
コ
ー
ナ
ー
』
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
た
い
と
′
思
い
ま
す
。

平
成
２０
年
の
秋
か
ら
翌
年
初
め
に
か
け
て
、

『
派
遣
切
り
』
と
で
２
一一一口
葉
が
世
の
中
を
駆
け

巡
り
ま
し
た
。
リ
ー
マ
ィ
ン
ョ
ツ
ク
に
端
を
発
す

る
急
速
な
景
気
の
悪
化
が
も
た
ら
し
た
の
は
大

量
の
失
業
者
で
あ
り
、
先
ず
そ
の
タ
ー
ゲ
ツ
ト

日常業務のなかでの啓発、

スキルアップ

労働者の直面する問題と図書館のできること
～離職から再就職まで～

仕事をやめる 仕事をはじめる

年金保健免除・猶予

砦 当

住宅ローt

辮 護

奨学金

`

助成金の活♂等:

作成 :鳥取県立図書館 司書 高橋真太郎
※労働者の皆様瀬 面する問題
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『働く気持ち応援コーナー』のテープカットの様子 平成22年 3月 12日

右から 中永廣樹鳥取県教育長、稲田寿久鳥取県議会総務教育常任委員会委員長、

山根淳史鳥取県商工労働部長、森本良和鳥取県立図書館長

に
な
っ
た
の
は
、
派
遣
社
員
た
ち
で
し
た
。
中
に

は
契
約
期
間
中
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
解
雇

さ
れ
た
事
例
や
、
就
職
の
決
ま
つ
て
い
た
学
生
の

内
定
を
会
社
の
都
合
で
一方
的
に
取
り
消
す
事

例
も
新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
ま
し
た
。
鳥
取
県

内
で
も
多
く
の
方
が
仕
事
を
失
っ
た
と
い
つ
報

道
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。　
‐

こ
の
よ
う
な
、
社
会
情
勢
の
中
で
、
図
書
館

と
し
て
応
援
で
き
る
こ
と
は
無
い
の
か
、
検
討
の

結
果
考
え
た
の
が
、
資
格
取
得
の
た
め

，
ア
キ

ス
ト
や
問
題
集
の
提
供
で
す
。
そ
れ
ま
で
当
館

で
は
、
問
題
集
や
テ
キ
ス
ト
は
、
本
来
学
習
者
が

個
人
的
に
購
入
す
る
も
の
で
あ
り
、
図
書
館
の

資
料
と
し
て
は
相
応
し
く
な
い
と
考
え
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
い」
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
必
要
と

さ
れ
る
資
料
を
提
供
す
べ
き
で
は
と
考
え
、
平

成
２．
年
１
月
末
に
は
資
格
取
得
・就
職
応
援
の

専
用
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

一方
で
、
当
館
で
は
平
成
１８
年
か
ら
『
法
情
報

サ
ー
ビ
ス
』
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
法
情
報
と
い

う
と
難
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
簡
単
に
で
つ

と
生
活
上
の
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
た
め
の
情

報
提
供
機
能
を
強
化
し
て
で

」
う
と
で
２

」
と

で
す
。
「
様
々
な
問
題
の
解
決
に
図
書
館
の
資

料
を
活
用
し
て
欲
し
い
」
、
「
知
識
や
経
験
に
よ

る
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
る
人
や
機
関
を
紹
介

す
る
こ
と
で
、
本
当
に
課
題
を
解
決
し
て
欲
し

い
。
」
そ
う
で
つ
願
い
を
込
め
て
始
め
た
こ
の
サ

ー
ビ
ス
で
は
「
労
働
問
題
の
解
決
」
も
想
定
し

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
「
労
働
相
談
所
み
な

く
る
」
や
「
法
テ
ラ
ス
」
、
「
弁
護
士
会
」
と
様
々

な
事
業
に
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
一番
象
徴
的
な
事
業
は
、
昨
年
１２
月
に
開
催

し
た
８
士
業

（弁
護
士
、
司
法
書
士
、
行
政
書

士
、
税
理
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
公
証
人
、
土

地
家
屋
調
査
士
、
不
動
産
鑑
定
士
）
に
よ
る
合

同
相
談
会
で
し
た
。
相
談
者
の
悩
み
は
多
様
な

課
題
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
お
り
、
画
一的
に
捉

え
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の
課
題
を
、
多

方
面
の
プ
ロ
が
集
結
し
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
一度
に
解
決
す
る
こ
と
を
ね

ら
つ
た
の
が
こ
の
相
談
会
で
す
。
一日
の
相
談
者

の
数
は
８０
組
を
数
え
、
盛
況
の
内
に
終
了
し
ま

し
た
。

「ビ
ジ
ネ
ス
支
援
サ
ー
ビ
ス
』
、
『
医
療
・健
康

情
報
サ
ー
ビ
ス
』
な
ど
の
取
組
み
を
背
景
と
し

て
、
『
法
情
報
サ
ー
ビ
ス
』
の
発
展
型
と
し
て
生

ま
れ
た
の
が
、
写
真
の
『
働
ぐ
気
持
ち
応
援
コ

ー
ナ
ー
』
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
「
就
職
情

報
」
、
「
職
業
紹
介
」
、
「
資
格
取
得
」
、
「
賃
金
・

雇
用
契
約
」
、
「
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
」
、
「
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
」
、
「
女
性
と
仕
事
」
、
「
障
が
い
者
と
仕

事
」
、
「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
」
等
の
２６
の
小
テ
ー
マ

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
今
あ
る
課
題

を
解
決
し
て
次
の
る
ア
ッ
プ
を
踏
み
だ
し
た

い
」
、
「
資
格
を
取
得
し
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

挑
戦
し
た
い
」
と
考
え
て
い
る
方
々
が
必
要
と

す
る
情
報
を
、
図
書
六
ン
フ
レ
ツ
ト
・専
門
機
関

の
情
報
等
を
総
合
的
に
提
供
し
た
い
と
で
つ
の

が
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
趣
旨
で
あ
り
、
そ
の
原
型
は

当
館
の
高
橋
司
書
が
考
案
し
た
表
１
で
す
。

コ
ー
ナ
ー
を
つ
ぐ
る
だ
け
で
す
べ
て
が
解
決

す
る
ほ
ど
問
題
は
単
純
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

試
行
錯
誤
を
す
る
中
で
、
少
し
で
も
課
題
解
決

の
役
に
立
つ
情
報
提
供
を
行
い
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

を
進
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

6



7

入
院
患
者
に
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス

鳥
取量
屋
病院
外
部
図
書
館
と
提
携

烏
取
県
立
厚
生
病
院

（
倉
吉

市
東
昭
和
町
）
は
２‐
日
、
同
病

院
図
書
室

と

倉
吉
市

立

図
書

館
、
鳥
取
大
学
付
属
図
書
館
と

の
相
互
協
力
協
定
を
締
結
９
提

携
先
の
図
書
館
か
ら
の
専
門
書

や

一
般
図
書
の
貸
し
出
し
、
閲

覧
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。
病
院

図
書
室
で
本
を
選
ぶ
入
院
患
者

＝
鳥
取
県
倉
吉
市
の
県
立
厚
生

病
院

内
の
図
書
室
に
専
任
司
書
を
配

置
し
、
地
域
の
図
書
館
と
協
定

を
結
ぶ
の
は
全
国
で
初
め
て
Ю

同
病
院
図
書
室
の
蔵
書
は
約

４
５
０
０
冊

（
う
ち
医
学
専
門

書
３
５
０
０
冊
）
で
、
提
携
先

の
図
書
館
か
ら
借
り
受
け
た
蔵

書
を
あ
わ
せ
る
と
、
約
５
５
０

０
冊
に
の
ぼ
る
「
小
児
科
に
入

院
し
て
い
る
患
者
の
た
め
に
絵

本

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
た
。

患
者
が
自
分
の
病
気
に
つ
い
て

調
べ
た
り
、
病
院
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
も
役
立
て
る
。

日
本
図
書
館
協
会
の
常
世
田

良
理
事
は

「
各
図
書
館
の
従
来

の
枠
を
超
え
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

が
築
け
た
。
全
国
の
模
範
に
な

る
よ
う
に
温
か
み
の
あ
る
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。
　
　
　
　

，

閲
覧
に
訪
れ
た
乳
ガ
ン
患
者

の
会
の
メ
ン
バ
ー
、
唐
澤
洋
子

さ
ん
（
６０
）
は

「
闘
病
記
を
読
ん

で
元
気
を
も
ら

っ
た
。
他
の
メ

ン
バ
ー
に
も
勧
め
た
い
」
と
話

し
た
。

入
院
患
者
と
病
院
職
員
は
貸

し
出
し
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
通
院
患
者
は
閲
覧

の
み
と
な
る
。



ME― Li.LINE
めリーらいん

駒 お知らせ
。10月 10日 わくわくレクリエーシヨン講座 ご参加ありがとうございました。 報告
・ 4月 1日 事業案内′くンフレットがダウンロードできるようになりました。

'2月 18日 タオル帽子作り講座とミニがんサロン ご参加ありがとうございました。

“1月 28日 介餞食/健康食教室 ご参加ありがとうございました。報告

事業案内
ダウンロード 外面 内面

連携図書館
館名をクリックすると
ホームページが開きます

尾張旭市立図書館

瀬戸市立図書館

長久手市中央図書館

日進市立図書館

愛知医科大学

医学情報センター

事務局
愛知医科大学

医学情報センター

長久手市岩作雁又1-1

TEL 0501-61-5402

無st up Date[2012/10/16]

金共図書館と医学図欝館が手を繋ぎ.惰鞭提供査通ξ′てみなさんの健康生活を応援します

り
郵

=』
凛雷′爵摯灘:ヽ

1

「身近な情報を活用し、積極的に医療(治療)に参加してほしい」「信頼できる情報を集め、役立マ

を伝えたい」詳細はこちら(クリック)

冒
勒

轡

皿
一

病気や健康に関するお勧め資料を厳選し、パンフレットに

まとめました。 ぜひご活用ください 1

メディカルバスを見る

新しく入つた本や、トビックを毎月紹介しています。

ブックリストを見る

庁´

'Iヤ

聾鐸
・
ソ多

各国壽館の所議検索

尾ヽ張旭市立図書館
・瀬戸市立図書館
・長久手市中央図書館
・日進市立図書館
,愛知医科大学医学情報センター

優私な機能

館外貸出券をお持ちの場合、検

約をすることもできます。

国つた時 :ま…

それぞれの図書館にお問い合な

夢リケー‐t,い Jシ

われら鍛イメージキヤラクター

メリーといえば「ひつじ」!

ということで,日進市立図書館の

職員がデザインし、日進市在住
のイラストレーター・ニシハマカオ

リさんに仕上げていただきまし

た。また、瀬戸市立図書館職員
のアイデアで、陶製のノベルティ

も作成しました。これから様々な

場面で登場します。どうぞヨロシ

クお願いします :

喜 :t彗
.「

摯拳 グ́

2007年 5月 からめ活動報告  :
群しくはこちらから(クリック) i
・図書館ポランテイアによる「わ |
くわくレクリエーシヨン講座」を |
開催しました/2012,10.10   ,

・タオル帽子作り講座と=が  '
んサロンを開催しました    |
/2012.2.18                   :

・介護食、健康食教室を開催し
|

ました/2012.1.28       :

。めリーらいん秋のイベント2010:

開催しました/201011-12   1

リン1

・愛知県内図書督
・国立国会図書饉
・メディカルオンラ
・PubMed
役立つサイト

・からだとこころの

・健康情報の本 撻

・国立国会図書縫

・診療ガイドライン

・厚生労働省

医療機関検索 (i

・瀬戸旭医師会

・東名古屋医師会
。名古屋市医師£

・豊田加茂医師会

・春日井市医師会
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私事で恐縮だが,私は両親が病気

になってはじめて,公共図書館の医

学関係の情報が貧弱すぎることを身

をもって体験 した。医学関係の図書

は高価であるし,あまりに専門的で

あるため,公共図書館は,一般的な,

やさしく説明 した本を用意 しておけ

ばよいのだろうと,それまで思って

いた。しか し,それでは,ま ったく,

不十分であることがわかった。つい

でに言えι二 やさしく説明した本は,

内容 も大同小異であり,い ろいろな

ホームページで説明 してあることの

域を出ないものが多い。治療法や手

術にどんな選択肢があり, どのよう

に行われるか, リスクは何なのか,

また,使われる薬の具体的な選択肢

やそのメリット・ デメ リット (副作

用)は何なのかということがはっき

り書かれていないものが案外,多い

のである。結局,神保町の大書店の

医学書コーナーで立ち読みというに

は大きな本を読むことになったが,

そこに,どうみて も,同 じような状

況になっていると思われる人が群が

るように来ているのを見て,愕然と

した。公共図書館って本当に役に立っ

ていなかったんだな,利用者のこと

を馬鹿にしすぎていたな (や さしい

本 じゃないと読んでもわからないだ

ろうと)と感 じたのである。命や金

にかかわること (病気や ビジネス)

になると,普段,怠惰な私のような

人間でさえ,がぜん勉強 しだすので

ある。実際,今までだったら見向き

もしなかったような医学書を読んだ

りした。神保町で見た本は数万もす

る本だったので,さすがに買わなかっ

が, 1万円くらいまでなら,購入 し

た本 もあった。 ところが,公共図書

館にある本は 1万円どころか 5千円

の本さえない。 2千円前後で内容が

似通 った本ばか りなのである。

今,イ ンフォーム ド・ コンセント

ということで,医者は懇切丁寧に説

明してくれる。模型を使 ってまで説

明してくれる。 しか し, これらのこ

とは本を読めばわかるような話 も多

く,その先のもっとも核心的なとこ

ろを十分話 しあえなくなることもあ

るのだ。 ともすれば,イ ンフォーム

ド・ コンセントの名のもとに,説明

はして,承認 も得たよという防衛医

療が行われるとも限 らない。これも

また,患者やその家族は,そんなに

難しいこと言 ったってわからないと

いう,ち ょっと話めたような感覚が

ある。大学卒業が当たり前のように

多 くなってきた今,すでにそのよう

な状態ではない。年老いた親自身は

そんなにわからなくても,子どもは

違うのである。よりよリインフォー

ム ド・ コンセントや EBMが行われ

るためには,患者やその家族自身が

勉強する必要がある。病気を治す,

あるいは,少 しでも事態を好転させ

るためには勉強が必要なのだ。その

ためには,身近な公共図書館がま式

医療や健康に関する,「肝心なこと

が書いてある」情報・資料を「高価

でもある程度」そろえてはしい。そ

の上で,今,動 きはじめた病院の患

者やその家族向けの図書館サービス

が普及することを切に願う。大学図

書館 も一般への公開も進んでいると

は言 うが,医学関係はどうも,現実

には利用の敷居が高い。

このテーマは,ス ローガンでなく

て,館種をこえたサービス体系がで

きあがっていないと,最終的には無

理だと思う。 しかし,そ ういった課

題にも応えていかないと, これから

の図書館はただ厳 しいだけだろう。

だいいち,切にその情報を欲してい

る潜在的な利用者から役に立たない

と思われて しまう。流行ではなく,

本当に医療や健康に関する情報の提

供について読者の皆様に考えて欲 し

いと思い, この特集を組んだ。ぜひ,

館種をこえた様々な方にお読みいた

だき, ご意見をいただきたいと思い

(山重壮一)
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曰 沐 こ 鯉 l漉 こ 菊 F着 3(夕 訓 ) 2008年 (平成 20年)2月 4日 (月 日程

葬
罵

ど
「
第

貌

二

棘

練

層

横

餃

樺

千

棒

凱

熊

水

土

朝
一則

甲

静

一
札

饗

大

福
．
細
鯖
『

札
幌

仙
台

新
潟

東
京

静
岡

名
古
屋

大
阪

広
島

豪
福
岡

撃

島
根
県
出
雲
市
に
隣
接
す
る

斐
川
町
。

一
月
中
旬
、
同
町
の

高
齢
者
が
入
所
す
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
紙
芝
居
や
カ
ル
タ
を

持
っ
た
二
人
組
が
訪
れ
た
。
高

齢
者
ケ
ア
の
ポ
ラ

ン
テ
イ
ア

と
ヽ
も
う

一
人
は
斐
川
町
立
図

書
館
の
職
員
だ
。

九
人
の
お
年
寄
り
に
紙
芝
居

話
が
弾
ん
で
い
く
。

同
図
書
館
が
四
年
前
か
ら
始

め
た

「
思
い
出
語
り
」
の
ひ
と

こ
ま
だ
。
デ
イ
ク
ア
施
設
な
ど

八
カ
所
の
高
齢
者
施
設
を
定
期

的
に
訪
問
し
て
い
る
。

活
動
を
始
め
た
の
は
、
同
図

書
館
の
自
根

一
大
館
長

（５９
）
ｏ

き
っ
か
け
は
十
三
年
前
の
英
国

の
図
書
館
視
察
だ
っ
た
。
そ
こ

で

「英
国
の
図
書
館
が
高
齢
者

に
優
し
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ

た
」
。
来
館
で
き
な
い
独
居
老

人
に
定
期
的
に
本
を
届
け
に
行

く
な
ど
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
。
視

察
で
目
に
し
た
の
が
、
若
い
時

代
を
思
い
出
す
こ
と
で
認
知
症

な
ど
に
も
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

っ
た
。
来
館
す
る
高
齢
者
が

一

人
、
ま
た

一
人
と
減

っ
て
い
く
。

図
書
館
ま
で
一外
出
す
る
こ
と
で

体
調
を
崩
す
高
齢
者
が
出
た
ほ

か
、
付
き
添
い
の
施
設
職
彙
か

ら

「負
担
が
大
き
い
」
と
の
声

が
上
が
っ
た
た
め
だ

っ
た
。

そ
こ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と

相
談
、
〇
五
年
か
ら
は
本
や
用

品
を
持

っ
て
図
書
館
側
か
ら
施

設
に
出
向
く
こ
と
に
し
た
。

「
思
い
出
語
り
」
を
手
伝
う

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
花
田
敦
子
さ

ん

（７２
）
は

「
お
年
寄
り
の
表

情
も
豊
か
に
な

っ
て
、
お
し
ゃ

べ
り
も
増
え
て
い
る
」
と
手
応

え
を
感
じ
始
め
て
い
る
。

自
根
館
長
は

「
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
図
書
館
に
も
果
た
せ

る
役
割
は
あ
る
と
思
う
。

『
思

い
出
語
り
』
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
が
、
活

動
を
定
書
さ
せ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

掲
げ
て
お
り
、
滞
在
型
の
観

光
地
を
今
後
増
や
し
て
い
き

た
い
考
え
だ
。

も
う

一
つ
の
狙
い
は
、
政

府
が

一
〇
年
ま
で
に
年
間

一

千
万
人
と
い
う
目
標
を
掲
げ

る
訪
日
外
国
人
客
の
呼
び
込

み
。
Ｐ
Ｒ
や
観
光
案
内
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
使
い
方
な
ど

を
工
夫
し
、
外
国
人
旅
行
客

を
ひ
き
付
け
て
い
る
三
十
六

カ
所
を
選
ん
だ
。

「
外
国
人
で
賑

（に
ぎ
）

わ
う
ま
ち
」
に
は
、
登
別
温

泉

（北
海
道
登
別
市
）
や
自

川
郷

（岐
阜
県
白
川
村
）
な

ど
日
本
を
代
表
す
る
観
光
地

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
京

。・秋
葉
原
や
大
阪

・
ミ
ナ
ミ

の
繁
華
街
な
ど
の
変
わ
り
種

も
入

っ
た
。
国
際
観
光
振
興

機
構
に
よ
る
と
、
秋
葉
原
を

訪
れ
た
外
国
人
客
数
は
〇
五

年
で
五
十
二
万
人
と
、
〇

一

年
に
比
べ
て

一
・
五
倍
に
急

増
。

「
電
気
街
に
ア
ニ
メ
や

フ
ィ
ギ

ュ
ア
な
ど
の
サ
ブ
カ

ル
チ

ャ
ー
の
要
素
が
加
わ

り
、
独
自
の
魅
力
が
満
載
」

と
紹
介
し
て
い
る
。

を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
後
、
出

雲
弁
の
カ
ル
タ
を
取
り
出
し
て

み
せ
る
と
、

「
そ
う
い
え
ば
子

供
の
こ
ろ
、
兄
弟
で
こ
た
つ
に

入
っ
て
、
よ
く
カ
ル
タ
を
や

っ

た
わ
」
。
音
を
懐
か
し
む
よ
う

に
絵
札
を
手
に
と
る
。続
い
て
、

色
あ
せ
た
昭
和
初
期
の
写
真
。

若
か
っ
た
こ
ろ
の
話
題
で
、
会

や
特襲
読
臨臓僻
□
滞
在
型
な
ど
６９
カ所
一珈
蹴脚一￥

高齢者向けサービス

設 に き「思い出語り」
る

「
回
想
法
」
を
取
り
入
れ
て

い
る
図
書
館
だ
っ
た
。

も
と
も
と
図
書
館
は
、
思
い

出
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
よ
う
な

郷
土
史
の
本
や
資
料
、
写
真
集

な
ど
を
多
く
備
え
て
い
る
。
「
図

書
館
に
は
う
っ
て
つ
け
の
．活

動

で
は
な
い
か
と
考
え
た
」
と
自

根
館
長
。

「
お
年
寄
り
が
少
し

で
も
笑
顔
に
な
る
手
助
け
が
で

き
た
ら
」

自
根
館
長
は
二
〇
〇
三
年
の

同
図
書
館
開
館
と
同
時
に
、
館

内
に
高
齢
者
ら
の
く
つ
ろ
ぎ
の

場
と
し
て

「暖
炉
の
間
」
を
設

け
た
。
高
齢
者
が
読
み
や
す
い

大
活
字
本
や
戦
前
戦
後
の
出
雲

地
区
の
風
景
写
真
の
ほ
か
、
新

た
に
洗
濯
板
や
蚊
帳
と
い
っ
た

生
活
用
品
や
お
手
玉
な
ど
、
高

齢
者
が
懐
か
し
さ
を
覚
え
る
品

も
置
い
た
。

当
初
は
評
判
が
よ
か

っ
た

が
、
数
力
月
で
壁
に
突
き
当
た

が増えている主な地域
(注)2002年→06年。単位・万人響

已

決
定
し
た
観
光
立
国
推
進
基

本
計
画
で
は
、
国
内
旅
行
の

平
均
宿
泊
数

（〇
六
年
度
は

二

・
七
七
泊
）
を

一
〇
年
度

ま
で
に
四
泊
に
す
る
目
標
を

:民 100周 年
系人 ら祝う
′オのカーニバル

日
本
の
趣
向
を
取
り
入
れ
た
山
車
（３
日
）

変わる図書館

蚊帳を国んで思 い出を語
り合う (島根県斐川 町 )

Ｌ
辣
顆
―

君
が
代
不
起
立
の
報
告
継
続

卒
業
式
な
ど
で
君
が
代
斉
唱

時
に
起
立
し
な
か
っ
た
教
職
員

名
を
校
長
に
報
告
さ
せ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
神
奈
川
県
教

育
委
員
会
は
四
日
、
報
告
を
継

続
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
同
日

の
県
教
育
委
員
会
の
二
月
定
例

会
に
報
告
し
、
了
承
さ
れ
た
。

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
パ
レ
ー

ド
が
始
ま
り
、
日
本
人
移
民

百
年
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
チ

ー
ム
も
出
場
し
た
。
総
勢
三

千
六
百
人
の
う
ち
、
約
二
百

人
は
日
系
人
や
日
本
人
。
雨

上
が
り
の
蒸
し
暑
い
真
夏
の

夜
に
、
地
元
か
ら
の
出
場
者

と
と
も
に
、
激
し
い
ス
テ
ッ

プ
で
百
周
年
を
祝
っ
た
。

パ
レ
ー
ド
は
十
二
チ
ー
ム

が
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
各

チ
ー
ム
が
芸
術
性
な
ど
を
競

う
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
。
有
名

チ
ー
ム

「ポ
ル
ト

・
グ

・
ベ

ド
ラ
」
は
日
系
人
の
農
業
や

文
化

へ
の
質
献
、
日
本
の
ハ

イ
テ
ク
技
術
を
た
た
え
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
に
合
わ
せ
て

一

時
間
強
に
わ
た

っ
て
会
場
を

練
り
歩
い
た
。

一
九
〇
八
年
に
最
初
の
集
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蜀
乙z%
勒

饉
鞣
祠
薔
渕
の
饒
聰
謳

理
不
尽
な
仕
打
ち
、を

し
た
暴
か
団
に

一
人
間
い
を
挑
め
ぼ
危
険
な
目
に
遭
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
命
懸
け
の
闘

い
を
続
け
る
女
性
が
い
る
。
静
岡
県
に
住
む
堀
江
ひ
と
み
さ
ん
揆
ι
。　
一
九
八
五
年
、
当
時
住
ん
で
い
た
兵
鷹
県
尼

崎
市
で
十
九
歳
の

一
人
娘
ま
や

・
さ
ん
の
命
を
奪
わ
れ
た
。」
暴
力
団
抗
争
に
よ
る
発
砲
事
件
の
巻
き
添
え
だ

つ
た
。

逃
げ
出
す
弁
護
士

娘
の
敵
を
討
つ
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
、
考
え
抜
い

た
末
に
得
た
結
論
は

「や
つ

ば
り
ヽ
法
や
」
。　
　
　
　
・

民
事
で
暴
力
団
を
訴
え
た

い
。　

・
相
談
し
た
弁
護
士
は
話

を
欄
い
た
だ
け
で
逃
げ
た
。

ょ
う
ゃ
く
引
き
受
け
て
く
れ

る
と
い
う
弁
護
士
を
見
つ
け

〈ｆ
に
行
く
と
、
妻
婆
は

開

口

一
番

「八
百
万
円
出

せ
」
。堀
江
さ
ん
は
言

つ
た
。

「明
細
を
出
し
て
く
か

法
律
家
は
当
て
に
で
き
な

部
渕
、醜
恣
岬

端
か
ら
読
み
始
め
た
。

あ
る
日
、
帰
る
う
と
す
る

堀
江
さ
ん

。
の
後
を
六
人
の
若

者
が

ヽ
追
い
掛
け
て
き
た
。
司
一

法

・
試

・
験．
の
勉
強
で
図
書
館
に

通

３

〓

た
ち
だ
。
堀
江
さ

ん
が
は
し
ご
を
よ
じ
登
り
高

い
棚
か
ら
分
厚
い
法
律
書
を

引

っ
張
り
．出
す
の
が
危
な

つ

か
し
く
て
見
て
い
ら
れ
な

い
、　
一
体
何
を
し
て
い
な
ら

か
と
尋
ね
る
の
で
、
事
特
を．

‐を
追
及
す
る
損
害
賠
償
訴
訟

つ
ら
は
組
織
、
組
織
っ
て
一百

う
や
な
い
か
」
。
堀
江
さ
ん

の
一一一［葉
に
、
十
二
人
の
弁
護

団
ほ
声
が
出
な
か
つ
た
一

九
五
年
に
組
長
か

・ら
勝
ち

一取
っ
た
四
千
万
円
の
和
解
金

九量
に
留
や
基
含

を
創

武

二
〇
Ω
一一年
、驀
書
者

生
羅
書
る
環
盈
浪
害

者
の
会
」
を
結
成
し
た
。

県
警
へ
の
恩
返
し

堀
江
さ
ん
は

「普
通
の
主

婦
た
っ
た
摯

す
（」い
経
験

を
さ
せ
ら
れ
た
よ
」
と
笑
つ

。た
後
「原
点
は
兵
庫
県
警
へ

の
恩
返
し
」
と
言．つた
。　
．

傍
聴
席
は
堀
江
さ
ん
以
外

全
部
暴
力
団
と
い
う
刑
事
裁

判
が
続
い
た
十
一年
間
、
兵

庫
憧響
け
遍
江
の
母．さ
ん

を
守
ゥ
抜
く
」
ど
、　
一・日
も

欠
か
さ
ず
二
十
四
時
間
の
警

備
を
し
て
く
れ
た
。́
自
分
の

体
が
無
傷
で
い
る
の
は
そ
の

お
か
げ
だ
と
堀
江
さ
ん
は
何

度
も
繰
り
返
す
。

「静
岡
県
警
は

ス
ー
パ
ト

に
は
月

一
回
し
か
行
く
な
ど

一百
っ
・。
お
金
、
お
金

′
の
弁
護

士
も
お
る
け
ど
、
や
く
ざ
に

背
中
を
切
ら
れ
て
も

一
歩
も

――― …‐・一.__一
―=― ………二_

零

贄
寮

葬

墓

霧

．
法
律
も
ま
た
、
人
が
つ
く

く
と
、怖
さ
は
薄
れ
て
い
く
。

騨
隧
鶴鯰
霧
鮒
翻
絆
轟

き
ゃ
。
や
く
ざ
も
人
。
足
を

ん
」
。


